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研究分野：総合領域  
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１．研究計画の概要 
 我々人間を含む動物は、多くの刺激情報か
ら、自らの行動選択に有効な状態変化を検出
し、適切な状態認識の下で意思決定を行うこ
とができる。しかし、これらの注意と階層的
意思決定にどのような脳領域が、どのような
情報表現によって関与しているのかはわか
っていない。複数の刺激属性から 1 つを選択
させる課題を遂行中の脳活動を計測し、大脳
皮質・大脳基底核の情報表現を明らかにする
事でこれらの神経機構を検討する。ヒトを対
象とした意思決定課題中の脳活動計測では、
運動だけでなく認知的意思決定に関与する
脳領域の特定をおこなう。また、動物実験で
は、線条体からの神経活動を記録・解析する
ことによって、大脳基底核が認知的な意思決
定に関与し、報酬の予測・比較・選択とフィ
ードバックによる学習のメカニズムを明ら
かにする。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
 ２頭の動物からの線条体の神経活動記録
を行った。動物は色または形に応じて色と形
の２つの属性からなる 2 種類の図形から 1 つ
を選択させる意思決定課題を遂行する。この
課題では、２種類の図形が提示され、その１
つをその時点で選択し記憶する。その後、ラ
ンダムな順序で提示された刺激に対して、選
択した刺激の時のみ反応することで、動物は
報酬を得る。図形の提示期間には、何時反応
するのかわからないが、図形を選択する「認
知的な」意思決定が行われる。このときの線
条体から単一神経細胞活動を記録したとこ
ろ、認知的な意思決定を行う期間に多く神経

細胞が反応し、それらの神経活動は、選択す
る前に得られる選択肢候補によって活動を
変化させる神経細胞が存在した。図形提示直
後は選択肢候補の情報だった神経活動は、選
択後の図形に依存してのみ神経活動を変え
る様な細胞が多数を占めるように情報表現
が変化した。このことは大脳基底核の線条体
が、運動の意思決定のみならず、図形を選択
する認知的な意思決定に関与する事を示し
ている。 
 
 ヒトを被験者として同様の課題を行わせ、
脳活動非侵襲計測を行った。被験者は報酬と
して与えられる金額に基づいてより大きな
報酬を得る図形を選択する。図形提示に先立
って図形の色または形の組み合わせのみを
先行して提示すると、被験者の選択は報酬に
関連した情報の先行提示によって反応時間
を早める事がわかった。 
 
 先行情報から報酬が予測できる場合に腹
側の線状体において報酬の予測に相関する
活動がみられた。さらに、それらの報酬予測
に基づいて意思決定を行わせた時の活動が、
意思決定を行わせなかった場合の活動に比
べて大きい脳領域は、内側前頭葉、特に前帯
状回皮質に活動がみられた。これらの結果か
ら、図形情報による報酬予測が腹側線状体に
おいて表現され、前帯状回皮質を含む神経回
路が価値に基づく意思決定に関わる可能性
を示唆している。 
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３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由）これまでに得られている動物実験の
結果や、ヒトの行動・脳活動計測実験の結果
は、学会発表を行っているが、雑誌論文にま
とめて報告するには至っていない。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでに得られた結果を雑誌論文とし
てまとめるとともに、蓄積された神経細胞活
動の解析を進める。特に、動物やヒトの行動
を説明しうる数理モデルを構築する。この数
理モデルから推測される計算に必要な情報
表現が脳内にどのように表現されているの
かをさらに細かく解析を行う予定である。 
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